




















(1) Schmidt, Conrad，“Die Durchschnittsprofitrate und clas Marx’schen Werthgesetz", 
Die Neue Zeit，沼， 1,1892. 














































































































































































(9) Schmidt, a. a. 0., S. 72. 
(10) 本稿（1)55ページ以下参照。
































(lZ) Ebenda S. 72. 






























のである」 (Ebenda, S. 113-4）。





























(18) Ebenda S. 114. 












結果，需要：供給＝ 1 : 1から 1: xに変更される。資本構成の高い部門では


















。 Schmidt,a. a. 0., S. 117. 
(2) Ebenda. 
(23) Ebenda S. 123. 
0心 EbendaS. 118. 














































Dipi: Siwi=Dipi，αg: Siai (1) 
Pi: wi=Piag：。i (2) 
Pi : wi=Di : Si (3i) 
ここで Diはi商品の社会的需要量， Siは社会的供給量， Di,SiはともにDi,
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(3~ より wi を求めると
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以前の著作に濃厚である。例えば『国民経済学批判大綱』 MEW,Bd. 1., S. 506以下，
『反デュー リング論』 MEW,Bd. 20, S. 198，『哲学の貧困J独語版第一版序文 MEW,
Bd. 4, S. 565-6などを参照されたい。
側 カウツキー からエンゲルス宛手紙。 1892年11月26日。



























(34) Ebende S. 589. 
(35) Ebende S. 590. 




























。ヵ Lande,a. a. 0., S. 591. 





























側 Ebenda S. 591.ただし彼の単純商品生産社会には土地所有者が含まれ，従って地




























位。 EbendaS. 626. 
















(4) Lande, a. a. 0., S. 624. 
制 ランデの例解を示す。生産期間，流通期間各l年，投下資本100の産業資本があり，
剰余価値は2年目に50得るとする。商業資本の介入で流通期間ゼロとなると，産業資













附 Schmidt,C.，円Wertund Preis: Eine Antwort an Herrn Hugo Lande”Die Neue 
Zeit XI, 2, 1893. 
仰 Vgl.,Schmidt. 
附現行版『資本論』第一巻註例。


























(50) V gl, ebenda S. 134ー 5.
(51) Edenda S. 134. 
(52) Ebenda S. 138. 













側本稿で、取上げ、なかったがF 関連するものとして次の論文，著書がある。 JuliusLehr, 
"K. Marx, Das Kapital, Kritik der politischen Okonomie”， Vierteljahrschrift fiir 
Volkswirおchaft,Politik und Kurturgeschichte XXIII, 2, 1886. "Durchschnittspro-
fitrate auf Grundlage des Marx’schen W ertgesetzes”， Vierteljahrschrift fiir Volks-
叩 irtschaft, Politik und Kurtnrgeschichte, XXIX, l, 1892. Georg Adler, Die 
Marxsche Wertlehre und ihre Konsequenzen fiir die Kr幼児 der ka戸talistischen
Produktions叩eise,Tiibingen, H. Laupp, 1886. Die Grundlagen der Karl Marxschen 
Kritik der bestehenden Volkswirtschaft, Tiibingen, H. Laupp, 1887. A. Skworzoff, 
“Die Profitrate nach Marx und ihre Beziehungen zum Unternehmungszins und 






オ1-tこL、。 JiirgenKucynski, Zuriick zu Marx, Leipzig, C. L. Hirschfeld, 1926, S. 
65ff. L. v. Bortkiewicz, "Wertrechnung und Preisrechnung im Marxschen System’1 
Archiv fiir Sozialwissenschaft und Sozialρolitik XXII, l, 1906.最近では， Bernard
Besnier，“Conrad Schmidt et les debuts de la litterature economique 'Marxiste’＂， 
Histoire Du Marxisme Contemporain, tom l, Giangiacomo Feltrenelli editore, Milan, 
1976. Gilles Dostaler, Valeur et Prix, les press de l’universite du Quebec, Canada, 



























































3月16日など参照。シュミットについては，“Derdritte Band des, Kapital'ヘSozi”
alpolitisches Centralbratt, 1895, 2月25日号 s.257.参照。 ゾンパルトについては，
“Zur kritik desるkonomischenSystems von Karl Marx'', Archiv fiir Soziale 
Gesetzgebung und Statistik, W, 1894, S. 57 4.参照、。
同ベルンシュタインについては， E.Bernstein, Die Voraussetzungen des Sozialzsmus 




























参照。カウツキー については， K.Kautsky, Bernstein und das Sozioldenokratisch? 
Program, Stuttgart J. H. W. Dietz, 1899, Kap. I参照。
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の論争において既にマルクスの労働価値説の主要な論点について検討が加えら
れはじめていた，ということができる。しかしこの時期に特異な論点を提起し
たファイアマンが以後何ら発言せず，またシュミットも後々まで多くの論文を
発表しながらも「修正主義者」としてマルクス主義の内部で決して大きな影響
力を持ちえなかった。更にこの時期の論争の性格として『資本論』第三巻の内
容に対する予想クイズ的な意味あいが濃く，第三巻の公刊をもって直ちに論争
の終結ととらえる傾向が強く，この時期の論争が本来内包していた十分に検討
に値する諸論点が以後の論争に正しく継承されていかなかった。これらの事情
が， 〈またエンゲルスによる当該論争の総括の提示にも助けられて〉この時期
の論争の本格的検討を遅らせることになったといえるO
マルクスの労働価値説は，マノレクス経済学の基軸であり，これをめぐる論争
は，マルクス経済学の最深部におけるこれ以上の後退戦を決して許されないと
ころでの論争である。そうであるが故にマルクス批判家による繰り返しの批判
の焦点とされるのである。価値論論争を回顧する作業は，彼らからの批判を真
正面から受けとめ，反撃を準備しマルクス経済学の創造的展開を構想するた
めの陣型構築の準備作業に他ならなし、。本稿はささやかながらその第一歩であ
る。 （完〉
? 。
